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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
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２：「授業改善に努めている」と
アンケートで回答した保護者の
割合が７０％以上。

３：「授業改善に努めている」と
アンケートで回答した保護者の
割合が８０％以上。

４：「授業改善に努めている」と
アンケートで回答した保護者の
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3.1

3.2

3.2

３：「早寝・早起き・朝ごはんが
実践できた」と取り組みカード
で回答した子供の割合が７
０％以上。
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４：「基礎的な学力が身に付い
ている」とアンケートで回答した
保護者の割合が全学年で８
０％以上。（ただし、各学年Ａ：
そう思う≧Ｂ：少し思う）

３：「基礎的な学力が身に付い
ている」とアンケートで回答した
保護者の割合が全学年で８
０％以上。（ただし、Ａ：そう思う
≦Ｂ：少し思う　の学年あり）

２：「基礎的な学力が身に付い
ている」とアンケートで回答した
保護者の割合が全学年で７
０％以上。

１：「基礎的な学力が身に付い
ている」とアンケートで回答した
保護者の割合が７０％未満。

ＰＴＡ・地域等の行事に参加し、連携を図る。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価を
受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームページ
等で公開及び更新することにより、積極的に情
報を発信する。

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・地域の
果たすべき役割や責
任を明らかにするとと
もに相互の連携を深
め、地域とともに子ど
もを育てる仕組みを
つくります。

４：「学校は、地域の力を子供
たちの教育活動に活かしてい
る」とアンケートで回答した保
護者の割合が９０％以上。

学
力
向
上

音読や漢字学習を毎日の学習とし、家庭や学
校で実施する。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践する。 ２：「学校は、地域の力を子供

たちの教育活動に活かしてい
る」とアンケートで回答した保
護者の割合が７０％以上。

１：「学校は、地域の力を子供
たちの教育活動に活かしてい
る」とアンケートで回答した保
護者の割合が７０％未満。

体
力
向
上

教
育
環
境
向
上

教員の指導力向上、
施設の整備や講師・
支援員の配置などの
学校サポート体制の
充実に取り組み、学
習環境の向上を図り
ます。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

成果
評価

これまでの取組
及び

今後の改善策
目標 目標に対する成果指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果
よりストレス症状のみられる児童・生徒に対して
組織的に対応する。

大項目 取組内容

子ども一人ひとりの
健全な自己肯定感・
自己決定力を高め、
未来への希望に満ち
た豊かな人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

３：「自分にはよいところがあ
る」とアンケートで回答した子
供の割合が７０％以上

　児童・生徒一人ひと
りの学ぶ意欲を高
め、確かな学力を定
着させます。

子ども一人ひとりの
身体活動量を増加さ
せて意欲や気力の元
となる総合的な体力
を育みます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善
に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機
器を活用した授業を実施する。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

給食指導及び教科等における指導を通して、食
生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進
する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行う。

食育に関わる授業や指導を全体計画に基づい
て実施する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、指
導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシート
で児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を図っ
ている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都
及び区の資料を活用した授業等を行う等道徳
指導充実のための取組を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見等のための取組を実施す
る。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつチャレ
ンジにすべての児童を参加させる。

４：「自分にはよいところがあ
る」とアンケートで回答した子
供の割合が８０％以上。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導
の充実により、社会のルールや学校のきまりな
どを守ろうとする意識を高める。

教員相互による授業評価カードを用いた授業
評価を年３回以上行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任
教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施し
OJTを充実させる。

４：「早寝・早起き・朝ごはんが
実践できた」と取り組みカード
で回答した子供の割合が８
０％以上。

２：「早寝・早起き・朝ごはんが
実践できた」と取り組みカード
で回答した子供の割合が６
０％以上。

１：「早寝・早起き・朝ごはんが
実践できた」と取り組みカード
で回答した子供の割合が６
０％未満。

１：「授業改善に努めている」と
アンケートで回答した保護者の
割合が７０％未満。

・校長、副校長を始め、どの
学年の先生も、頑張ってくだ
さっていることは、感じてい
る。
・学力は一人一人の差もある
ので、一気に向上とはいかな
いでしょうが、４点の項目もあ
るように努力いただき感謝し
ている。
・個別の児童には、可能な限
り保護者の方と打ち合わせ
をお願いしたい。
・区民活動団体の中には、い
ろいろな団体があるので、活
用してもらいたい。
・本校独自の取組が全学級
で達成されていることが素晴
らしい。算数に関しても目標
の取組が必要と考える。
毎日欠かさず宿題があり、そ
の添削をする先生方はとても
大変だと思います。土曜補習
や英語カフェもとても素敵な
取組だと思います。

・家庭学習の定着はしっ
かりとできていた。1年

・学習チェックシートの内
容は、個人面談時に知
らせた。
・ステップ学習チェック
シートが、十分に活用で
きなかった。同学年内で
よく相談して行えるよう
にする。2年

・放課後補習の確実な
実施内容の充実を図り
たい。3年

・働きかけにも補習に来
ない児童がいる。保護者
への周知の徹底、強制
力をもって参加させるよ
うにしたい。4年

１：「自分にはよいところがあ
る」とアンケートで回答した子
供の割合が６０％未満。

２：「自分にはよいところがあ
る」とアンケートで回答した子
供の割合が６０％以上

３：「学校は、地域の力を子供
たちの教育活動に活かしてい
る」とアンケートで回答した保
護者の割合が８０％以上。

・道徳教育はこれからの子供
達の人生の大切な根幹にな
ると思われる。基本は、現在
実施している「あいさつ運動」
を充実してもらい、授業に生
かされる事を願っている。
・道徳教育や問題のある児
童及び保護者への対応は、
画一的な解決法が存在しえ
ず、向後の課題と考える。
・挨拶運動や先生方のおか
げで、児童が自主的に挨拶
をするようになったと思いま
す。

・夏休みのサマースクールを
利用して、食育教育にあてて
はいかがでしょうか。昨年の
JA長野の「きのこ」の講座は
大変良かったと思います。
・食育についての取組が不
足。全体計画から始まる取
組も十分とはいえない。
・元気に外遊びをしている児
童がたくさんいます。これは
先生方の日々の声かけや指
導の成果だと思います。

・新しいこと、昔のいい所も、
より取り入れていってほし
い。
・まだまだ地域の協力が不足
しているかと思います。学校
側からもう少し地域に依頼や
要望をしても良いと思いま
す。
・学校公開では、児童だけで
なく、先生方の熱心な姿を見
させていただきました。

・地域とのふれ合いも大切に
してくださって、児童たちに
とって地域と関われる事は、
意味があると思う。
・地域行事への参加が、まだ
一部の子供の参加になって
いるように思われます。多く
の参加をお願いし、地域との
連携をさらに深めていきた
い。
・働き方改革に則した対応
は、必須であるが、一方で教
職員は公務員であり、周囲
の目にも一定の配慮が必要
と考える。
・地域行事に参加したり、地
域の方々を招いた授業を実
施したりしているので、地域
と積極的に関わられていると
思います。

・道徳を授業を中心に、
きまりやルールを守ろう
する気持ちを育てたい。
計画的に行いたい。2年

・道徳の教科化に伴い、
推進教師として自身の
研究を自校の先生方に
返して広めたい。

・特別支援にかからない
課題のある児童につい
ての組織的な対応が取
れていない。ケース会議
が必要である。

・休み時間の外遊びや
ハッスルタイムへの参加
は、ほぼ全員ができてい
た。
1年・4年
・外遊びに出る児童が、
出ない児童がだいたい
決まっていた。

・「早寝・早起き・朝ごは
ん」の取り組みに対して
の関心が見られない家
庭も少なくない。

・食育指導、給食指導に
あまり力を入れられず、
残菜が多かった。
・栄養士と連携して、残
菜を減らす等、食育に関
する指導を計画的に継
続的に行う。4年

・食習慣、食生活に対し
てのルール等を見直
す。

・校内のレインボー研修
やその他の研修、区教
研の事前研究会への参
加により得たものを授業
に活かすことができた。

・来年度は、自分の授業
を積極的に公開して、指
導助言を受けるようにし
たり、他の学級の授業も
見に行ったりしたい。

・研究授業以外で、授業
を見合う機会が少ないと
感じる。積極的に作って
いきたい。

・活用しやすい授業評価
カードを工夫・作成す
る。

・昔遊びをしていただい
たり、給食を一緒に食べ
ていただいたりした。

・クラブ活動では、各クラ
ブにブログアップ（活動
情報の公開）を積極的に
呼びかけた。

・地域との連携を意識し
た教育計画を立てて、実
施したい。
・家庭との連携を強める
ための取り組み（お便り
等）を今後も続けていく。
・

本校では過去数年、基礎学力の定着に課題が見られた。そこで27・28年度 大田区教育研究推進校として授業改善を図り、生活科・社会科を通して「考え
る力」の育成に努めた。その結果、28年度の区、都、文部科学省いずれの学力調査においても、前年度より伸びが見られるようになった。学習習慣の定着と
授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活面に関しても規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られ、生活指導部を中心に「大
三小10のやくそく」の改善とその定着に取り組んできた。今後もこの点に力を入れ、家庭との連携を強化し、規範意識の向上に努める。
本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。近隣にある東邦大学や大森学園との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街を使った学習、「ス


